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本校教育に関するアンケートの結果について（お知らせ） 

 

 

  早春の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃は本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

  さて、「本校教育に関するアンケート」について、多数の回答およびご意見を賜り、誠

にありがとうございました。集計結果をまとめましたので、下記のようにお知らせ

いたします。  

 

記  

 

 【アンケート項目の設定・回答について】 

　本アンケートは、本校の教育活動やその他学校運営について保護者の皆様のご意見をお聞き

し、同様に生徒、学校職員にも意見を聞くことで、次年度の学校運営に生かしていくことをね

らいとしています。アンケート項目の設定において、生徒は「自分は～している」、保護者・教

職員は「生徒・学校は～している」と質問しています。各項目に「あてはまる」「おおむねあて

はまる」「あまりあてはまらない」「あてはまらない」の４段階で回答をお願いしました。 

 

 【アンケート項目（保護者・教職員用）】 

①　生徒は、疑問に思ったことを、タブレット PC の活用や体験的な学習等を通して調べた
　り、考えをまとめたりし、自分の学びを振り返りながら主体的に学習に取り組んでいる。
②　生徒は、課題に対する自分の考えをもち、意見交流や話し合いなどを通して学び合うこ
　とで、考えを広げたり深めたりしている。 

③　生徒は、目標をもち、仲間と協力しながら心を豊かにする体験活動や交流活動や学校行
　事等に主体的に取り組み、よりよい学校を創ろうと努めている。 

④　生徒は、「お（思いやり）み（身だしなみ）そ（そうじ）あ（あいさつ）じ（時間）」を
　大切にし、互いに認め合い、高め合おうとする生活態度が育っている。 

⑤　生徒は、健康や交通安全、防犯・防災に関する学習等を通して、健康や安全に対する意
　識を高め、自他の命を大切にしようとする態度が育っている。 

⑥　生徒は、自らの心身の健康や体力の向上を意識し、目標に向かって粘り強く努力し、た
　くましく生きる力が育っている。 

⑦　学校は、家庭・地域と協力し、生徒の気持ちに寄り添った教育相談に努め、いじめや差
　別のない、温かい学級・学年・学校づくりに努めている。 

⑧　学校は、公開授業や学校行事、学年だよりやホームペ―ジ、tetoru（てとる）配信等を
　通して、生徒の様子や教育活動等の情報を適切に発信している。 

⑨　学校は、生徒の健全育成のために、家庭、地域、関係機関等と連携・協働し、キャリア
　教育や地域学習、奉仕活動、環境整備等に取り組んでいる。 

⑩　学校は、教職員が心身ともに健康で、授業づくりや生徒と向き合うための時間を確保で
　きるよう､環境整備･業務改善に取り組んでいる｡



 【アンケート結果】 

 生徒

 保護者

 教職員



 【アンケート結果の分析および今後の方向性】 

【全項目について】 

◆　概ね全ての項目において「あてはまる」「おおむねあてはまる」という肯定的な回答が
　多く見られました。本年度の教育活動やその他学校運営について一つ一つの手だてを見直
　しながら、今後も「知・徳・体」をバランスよく育んでいきます。

【①②の項目について（聡明で正しく・知）】 

◆　校内現職教育のテーマを「自ら課題を発見し、解決しようとする生徒の育成」とし、課
　題を自分事として捉えるための工夫を通して、主体的・対話的で深い学びをめざした授業
　改善に取り組んできました。学習活動では、タブレットを活用して自ら調べようとする生
　徒、仲間の意見を参考にし、振り返りながら学びを深める生徒の姿が見られました。今後
　も自ら調べたり、他者と考えを交流することで自分の考えを広げたり深めたりできるよう、
　自分の言葉で話し合うことのできる学びの場を大切にしていきます。

【③④の項目について（明朗でうるわしく・徳）】 

◆　生徒の学校行事や学年行事後の振り返りやアンケートには、互いに協力しながら自分た
　ちの手でよりよい学校にしていきたいという意見が見られました。保護者・教職員のアン
　ケートにも、生徒の主体性を大切にしたいという意見が多く見られました。今後も生徒が
　より主体性を発揮できるような教育活動に努めてまいります。 

◆　生徒は「おみそあじ」について、日頃から意識をもち生活していることがアンケートの
　結果に表れています。「あいさつを大切にしたい」「時間を見て行動できるようになりたい」
　「一生懸命掃除をしてよりよい学校にしたい」という意見が見られました。 

◆　SNS の使用に関するご意見をいただきました。学校でも情報モラル教育を行っていき
　ますが、ご家庭でも使用に関するマナーや約束事を確認していただけますと幸いです。

【⑤⑥の項目について（剛健でいさぎよく・体）】 

◆　生徒のアンケート結果から、健康や交通安全、防犯・防災に関する学習等を通して、健
　康や安全に対する意識を高め、自他の命を大切にしようとする態度が育っています。一方、
　登下校において、飛び出しなどのヒヤリハットの経験をした回答や心配の声がありました。
　交通安全については、学校でも引き続き指導していきます。あわせて、ご家庭でもお声か
　けいただけますと幸いです。

【⑦の項目について（温かい学校づくり）】 

◆　日頃より生徒の表情や心情の変化に寄り添う姿勢を心がけ、教育相談活動や温かなコミ
　ュニケーションを通して､ご家庭や地域の方々と連携しながら、生徒との心のふれあいを
　大切にしていきます。

【⑧⑨の項目について（家庭・地域との連携・協働）】 

◆　公開授業や学校行事を通して子どもたちの様子がよく分かるという意見が見られまし　
　た。また、tetoru 配信で学校からの連絡が確実に伝わるという意見が見られました。今後
　も子どもたちの様子や教育活動等の情報を適切に発信していきます。 

◆　ご家庭や地域の方々のご協力のおかげで、生徒の健全育成のための取組が充実していま
　す。今後もキャリア学習等では、社会的・職業的な自立に向け、生きる力の育成を目指す
　資質・能力を育んでいきます。また、専門的な知識をもつ社会人や地域の方々から直接学
　ぶことのできる学びの場をもつようにしていきます。　　　

【⑩の項目について（働き方改革にかかる業務改善）】 

◆　私たち教職員の健康や部活動など勤務時間を大幅に超える業務量にお気遣いをいただく
　声が多数ありました。教職員は依然として勤務時間には終わらない業務をかかえてるのが
　現状です。今後も心身ともに健康で教育活動に取り組めるよう、環境整備、業務改善を図
　りながら、家庭、地域、関係機関等と連携・協働し開かれた学校、信頼される学校づくり
　に努めてまいります。


